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技術で社会に貢献する
We contribute to the society

by providing technical services.

社是
Company creed  2. 社是

 3. 目次

 4 - 5. 代表メッセージ

 6 - 7. ソーバルグループ事業案内

 ８. ２０２０年 ２月期 の概況

 9. ２０２１年 ２月期 の展望

 10. トピックス

 11. 中長期成長戦略

 12. 業績ハイライト

 13. 財務諸表

 14. 株主優待／配当金／ＣＳＲ活動

 15. 株式基本情報／株主情報　

 16. 会社情報／株式手続き

目次
Contents

目
次

社
是

2 3



　平素は格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　このたびの新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に罹患された皆様と、感染拡大により生活に影響を
受けられている地域の皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。
　また、世界各地で治療や感染予防に力を注がれている方々に、感謝と尊敬の意を表します。

　企業にとって、最大の資源は人材です。
　私どもは、高い意識と技術をもつ人材が充実した環境で働くことが価値あるテクノロジーを生み出す近道だと
考え、社員が技術力と人間力を高めることのできる環境を一貫して構築してまいりました。

　また、コンシューマ向け製品をはじめ、ＷＥＢ、医療、自動車関連など幅広い分野のお客さまのニーズに真摯に
お応えし、従来のソフトウエア開発に留まらず、組込み・ハードウエア開発、マニュアル制作、品質評価、自動
運転技術、ＩｏＴ、ＡＩなど技術の提供領域を広げてまいりました。更に、システム開発をワンストップ受注できる
これまでの体制をより一層充実させるために、グループ各社との協業や人的・技術的交流を通してシナジー効果
を日々追求しております。

　デジタル変革によって、私たちは利便性や効率性をスピーディに追求できる時代に生きています。その結果、
新しく生まれてくるモノやサービスもあれば、無くなったり、形を変えたりなど、あらゆる領域で大小様々な変化
に直面しています。
　弊社は、こうした新たな未来に向かって、「技術で社会に貢献する」という１９８３年創業以来の理念のもと、
私たちの社会にとって真に豊かな時代の創造を目的として、更なる高みを目指してまいります。
　そして、お客さまのご要望がますます多様化・高度化している時代にあっても、長年にわたって築き上げた
信頼と実績をベースに、品質の高いサービスを提供してまいります。

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、当社グループでもテレワーク推進や時差出勤など対策を進めて
おります。感染拡大の抑制に向けて、社員一人ひとりが危機感を共有し、一丸となって対応すると同時に、
事業の継続に邁進してまいります。

　今後とも引き続き、皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

企業にとって、最大の資源は人材です。

ソーバル株式会社

代表取締役社長兼最高経営責任者

推津  敦
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アンドールシステムサポート株式会社

東京都品川区南品川2-15-8

1969年11月

9,900万円

ハードウエア設計・開発・製造
ソフトウエア等の受託開発

社名

本社所在地

設立

資本金

事業内容

株式会社コアード

東京都港区芝浦4-16-23

1987年2月

2,000万円

コンピュータソフトウエアの開発
コンピュータシステムのコンサルティング 

社名

本社所在地

設立

資本金

事業内容

ソーバル株式会社
～３７年にわたる豊富な開発実績と最先端技術への取組み～

アンドールシステムサポート株式会社
～ニッチな強みを持つシステム開発の老舗企業～

株式会社コアード
～企業向け業務システム開発をワンストップで受注～

　現代のおう盛なネット消費を支える上で欠かせない

技術を提供しております。

　また、英国Ａｒｍ社と開発ツールの販売代理店契約

を締結するなど、開発業務にとどまらず、製品化や

量産対応、要員教育、メン

テナンス、ユーザ・サポー

トなど、お客様のビジネス

を様々な側面からサポート

してまいります。

　富士通グループのコアパートナーとして、流通業を中心

に出版・印刷業界から、住宅・不動産、金融、スポーツ

分野など幅広い業界で必要とされるシステム開発を行っ

ております。時代の変化に合わせて、最新の技術トレンド

を捕捉し、様々な対象業界

の業務知識に通じることで、

お客様の業務運営の効率化

や電子化対応を支援してま

いります。

　ソーバルは、ソフトウエアの開発に長年にわたり取り組んでまいりました。特に、国内外でトップレベルの

お客様のニーズに真摯に応えることで、経験豊かな開発技術者の育成と幅広くかつ専門的なソリューション

を培ってまいりました。

　現在は、国内でも有数の「組込み開発」の独立系企業として高い評価をいただくとともに、「電子回路設計」

「アプリケーション開発」「スマートデバイスアプリケーション開発」「ＷＥＢ・クラウド開発」「マニュアル

制作」「品質評価」など多岐にわたるソリューションを提供しております。

　さらに、これらＩＴソリューションの提供を主たる事業としつつ、自動運転分野・ＡＩを活用した開発など

最先端技術への取組みにも力を注いでおります。
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売上高
8,344 百万円
営業利益
633 百万円

経常利益
645 百万円

親会社株主に帰属
する当期純利益
436 百万円

（＋1.9％）

（＋2.0％）

（＋2.2％）

（＋4.4％）

2020年2月期実績

　2020年2月期通期（連結）業績は、近年推し進めてまいりました派遣業務
から請負業務への構造転換が進んだ結果、増収増益となりました。
　期初予算に対しては、親会社株主に帰属する当期純利益を除き、達成とな
りました。
　総括といたしましては、請負業務の管理体制が整い、売上・利益が伸長いたし
ました。また、請負を主とする子会社のコアード社が最高益を達成し、連結業績
の達成に大きく寄与しております。増収増益を確保いたしましたので、業界人材
の流動化対応も含め従業員への賞与を増額しております。派遣業務においては、
ノウハウの蓄積にはなっているのですが、能力に応じた適切な人材配置について
は今後も継続していく必要があると認識しております。

① 請負業務の拡大
② 派遣業務の収益力強化 
③ アライアンスの推進

・顧客層の拡大による多角的な収益構造の構築
・高採算・高付加価値プロジェクトの取り込み
・技術ノウハウの蓄積

重点対応

効果・目的

（２０１９年３月1日～２０２０年2月２９日）

対前年期末比

　2021年2月期通期（連結）は、売上高が8,354百万円（前年同期比＋0.1％）、
営業利益は640百万円（同＋1.0％）、経常利益は649百万円（同＋0.5％）、親会社
株主に帰属する当期純利益は433百万円（同＋1.6％）を予想しております。
　数値の背景となる全般的な方針は「請負業務の拡大、人材投資の加速、アライア
ンスの推進」の3点となります。ベースアップに加え、同一労働同一賃金対応を含む
人材投資を実施いたします。 派遣業務から請負業務への構造転換が順調に進んでい
ることから、通期ではそれら投資の影響を吸収し、増収増益を目指してまいります。
　新型コロナウイルス感染症の拡大による業績への影響についてですが、現時点
ではその影響を見通すことが困難なため、今期予算には織り込んでおりません。
今後、修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。

・体制構築が進んだ請負業務の拡大
・人材投資の加速
・アライアンスの推進

① 営業展開に注力
② 人材の育成
③ 最適な人材配置による収益力向上

重点対応

ポイント

2021年2月期予想

売上高
8,354 百万円
営業利益
640 百万円

経常利益
649 百万円

親会社株主に帰属
する当期純利益
443 百万円

（＋0.1％）

（＋1.0％）

（＋0.5％）

（＋1.6％）

対前年期末比

（２０２０年３月1日～２０２１年2月２８日）
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２０２０年２月期の概況 ２０２１年２月期の展望



顧客別売上比

顧客別売上比

キヤノングループ ３１.６%
ソニーグループ ２０.０%

富士通グループ １０.７%
日立グループ ３.０%

リクルートグループ ２.６%
その他 ３２.１%

－７.４%

＋３.４%

＋２.３%

＋０.１%

－０.３%

＋１.９%

伊藤忠テクノソリューションズ、 NTTグループ、 椿本
チエイングループ、トヨタグループ、三菱グループ、トーヨー
カネツグループ、 東芝グループ、 オムロングループ、 他

1（1）

2（2）

3（3）

4（5）

5（4）

６

2019年期末比2020年期末売上順位
（前年順位）

・ キヤノングループ：売上高が減少し、売上比率は３１.６％に
・ ソニーグループ：請負案件の受注が拡大し、売上比率は２０.０％に
・ 富士通グループ：業務系システム開発案件の受注が好調で１０.７％に
・ 日立グループ：自動運転分野等の取引により売上比率が３.０％に
・ リクルートグループ：ほぼ横ばい、順調に取引を継続
・ その他：新規取引先が９社増え、取引社数が１９３社に

その他

ソニーグループ富士通グループ

日立グループ

キヤノングループ

リクルートグループ
23

4
5

6 1

２０２０年２月期
８,３４４百万円

売上高

・派遣業務から請負業務への構造変換が進展し、当初の目標
であった60%超にほぼ到達
・適切なプロジェクト管理により利益率が向上、不採算案件が
抑制され管理体制が一層強固に
・今後は中規模以上の案件の受注、パートナー企業との連携強
化を進め、請負業務の売上比80%を目標に営業展開に注力

請負業務の拡大を進め目標を80％に

59.5%  40.5%53.9%  46.1%

請 負 ＞ 派 遣 請 負 ＞ 派 遣

２０１９年２月期 ２０２０年２月期
契約種別売上比

新型コロナウイルス感染症に関する影響について

新型コロナウイルス感染症に関する対応について
　新型コロナウイルス感染拡大を受けた緊急事態宣言に
即応し、セキュリティに配慮した上で、テレワーク（在宅勤務）
へ移行しております。

　今後も、安定した事業の継続と発展を推進することを
目的とし、新型コロナウイルス感染症に関する影響を最小
限にすべく、サポート体制を整えてまいります。

　2020年2月期決算への影響はございませんでした。
　2021年2月期業績への影響については、現時点で見通すこ
とが困難な為、予算には織り込まず、修正の必要が生じた場合
には速やかに開示してまいります。

営業を強化し、請負案件を拡大
・ 請負業務を通じて技術力・管理能力の向上を推進

ローテーションを推進
・ ローテーションにより、エンジニアが様 な々スキルを獲得
・ コミュニケーション能力、環境適応能力の向上

有能な人材確保
・ 新卒採用を軸に国内外問わない有能な人材の獲得を目指す
・ 2020年４月、53名入社

PL（プロジェクトリーダー）：スケジュール・仕様・メンバー・品質
などを管理するリーダー

PM（プロジェクトマネージャー）：プロジェクトの提案・見積・契約
から納品までを管理・統括する複数のプロジェクトの総責任者

PL ／ PM の育成

人材育成

・実践を通じた教育・訓練を重視
・ここ数年の取組で請負業務に配属された 3、4年
目の社員が、リーダーやサブ・リーダーに成長

PM
プロジェクトマネージャー

PL
プロジェクトリーダー

SE・プログラマ
（自社エンジニア＋パートナー企業）

リーダー、サブ・リーダー
（3、４年目の社員）

リーダー、サブ・リーダー
（3、４年目の社員）

・ 中長期的な視点でAI・IoT関連ビジネスを確立
・ マニュアル制作の売上拡大と品質評価の収益力強化
・ 派遣業務における収益力向上と付加価値追求

新規開拓・業務提携・Ｍ＆Ａ

多角的な収益構造

・ 請負業務の売上高比率80%の達成にむけて営業展開
に注力

・ 業種毎に発生しうる景気変動等の影響を受けない体制
・ 外部委託（パートナー）先を積極的に活用

販路拡大

販路拡大 ・ 収益多角化戦略

　顧客層の拡大、特に景気変動への対応や内需に強い
お客様を開拓する目的で展開を加速してまいります。

自動車分野
自動運転関係とその検証等

ロボット分野
人工関節の研究開発等

医療分野
治験における統計解析

公共・社会インフラ分野
道路・鉄道に関わるシステ
ム開発等

中
長
期
成
長
戦
略
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営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

8,190,800

6,624,649

1,566,150

945,146

621,003

13,622

2,645

631,981

－

－

631,981
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417,846
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 科　　目 2019年 2020年
 　 2月期 2月期

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税等合計

当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

 

3,334,095

813,908

 

4,148,003

 

3,484,965

842,773

 

4,327,739

（ 資 産 の 部 ）

　流動資産

　固定資産

資 産 合 計

（ 負 債 の 部 ）

　流動負債

　固定負債

負 債 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

　株主資本

純 資 産 合 計

負 債 純 資 産 合 計

743,374

178,143

921,518

 

3,226,485

3,226,485

4,148,003

1,025,692

213,401

1,239,094

 

3,088,645

3,088,645

4,327,739

 科　　　目 2019年 2020年
  2月期 2月期

 科　　　目 2019年 2020年
  2月期 2月期

 科　　目 2019年 2020年
 　 2月期 2月期

※1 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年2月16日）等を2020年2月期連結会計年度の期首から適用しており、2019
年2月期については当該会計基準等を遡って適用した後の数値を記載しております。

※2 当社は、2017年9月1日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当該株式分割については、2017年2月期期首に株式分割が行わ
れたものと仮定して、１株当たり当期純利益、１株当たり純資産を算定しております。

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

貸借対照表 

キャッシュ・フロー計算書 損益計算書

業績ハイライト（連結） 財務諸表（連結）

財
務
諸
表

業
績
ハ
イ
ラ
イ
ト
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配当金推移対 象

実施回数

配送方法

優待内容

８月31日（基準日）に
1単元（100株）以上ご所有の株主様

年1回

中間決算関係書類（11月発送予定）に同梱

1単元（100株）以上、 500円相当の
10単元（1,000株）未満 QUOカード

10単元（1,000株）以上 2,000円相当の QUOカード

   １株当たり配当金  
 （単位：円）    配当性向
  中間配当 期末配当 年間

 2021年 16.0 円 16.0 円 32.0円 56.8％ 2月期予想

 2020年 15.0 円 15.0 円 30.0円 54.6％ 2月期

 2019年 13.0 円 14.0 円 27.0円 52.8％ 2月期 

2186

株式会社東京証券取引所 ジャスダック市場

毎年3月1日から 翌年2月末日まで

中間：８月３１日
期末：２月末日

毎年５月

三菱UFJ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内1丁目4番5号

100株

29,600,000株

8,167,498株

4,870名

電子公告

証券コード

上場市場

事業年度

配当支払株主確定日

株主総会 

株主名簿管理人

単元株式数

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

公告方法 

 株主名 持株数（株） 持株比率

エバーコア株式会社 3,480,000 44.2 ％ 

ソーバル従業員持株会 869,900 11.1 ％

川下 奈  々 377,440 4.8 ％

推津 敦 377,440 4.8 ％

丸田 卓 90,000 1.1 ％

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 45,700 0.6 ％

佐々木 嘉樹 43,000 0.5 ％

町田 泰則 43,000  0.5 ％

推津 順一 40,080 0.5 ％

推津 幸子 40,040 0.5 ％

2020年2月期 期末配当について
１株当たり配当金 15円 

配当株主確定日 2020年 2月29日 

支払開始日 2020 年5月22日 

株主優待について 配当について

ＣＳＲ活動
令和元年台風第19号被災者に対する支援
　各地に甚大な被害をもたらした令和元年台風第19号
および2019年10月24日からの大雨に伴う災害により被
災された方々を支援するために、日本赤十字社を通じて
「令和元年台風第19号災害義援金」をお送りしました。

　義援金配布先：
岩手県・宮城県・福島県・茨城県・栃木県・群馬県・
埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・長野県・静岡県

寄付についてのご報告
国内外における子どもの権利を実現する活動への支援
　「公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン」への
寄付を行いました。

世界で医療・人道支援を求めている人達への支援
　「認定NPO法人 国境なき医師団」への寄付を行いました。

盲導犬普及推進のための支援
　「認定NPO法人 全国盲導犬施設連合会」への寄付を行い
ました。

　毎年8月31日時点で1単元
（100株）以上の株式を保有す
る株主様に対し、株主優待制
度としてQUOカードを贈呈い
たします。

株式基本情報 （２０２０年２月２９日現在）

株主数推移 （２０２０年２月２９日現在）

株式分布状況 （２０２０年２月２９日現在）

大株主 （２０２０年２月２９日現在）

（事故その他やむを得ない事由が生じ、電子公告
を行うことができない場合には、日本経済新聞
に掲載します）

（注） 持株比率は、自己株式数（300,215株）を控除して計算しております。

1単元未満 　5.2％
1単元～5単元未満 76.8％
5単元～10単元未満 4.8％
10単元～50単元未満 11.3％
50単元～100単元未満 1.3％
100単元～ 0.6％

金融機関 0.02%
金融商品取引業者 0.35%
その他の法人 0.70%
外国法人等 0.33%
個人・その他 98.58%
自己名義株式 0.02%

合計
4,870名

合計
8,167,498株

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

（名）
2017年
2月期

2018年
2月期

2019年
2月期

2020年
2月期

◇ 所有者別情報

◇ 所有株式数別情報

4,037 4,340
4,923 4,870

株
式
基
本
情
報
／
株
主
情
報

株
主
優
待
／
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金
／
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動
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会社情報／株式手続き

この冊子の文章、写真等の著作物の全部または一部を弊社の許可なく複製、使用することを一切禁じます。 冊子の内容は2020年5月現在のものです。 210520PR221-IRJ12

会社概要 役員紹介

社名

設立

本社所在地

資本金

事業内容

従業員数

ホームページ
アドレス

ソーバル株式会社

１９８３年１月

〒１４１-０００１
東京都品川区北品川５－９－１１大崎ＭＴビル

２１４百万円

・ 組込み開発（ソフトウエア・ハードウエアの設計開発）
・ アプリケーション開発
・ ＷＥＢ・クラウド開発
・ 品質評価
・ マニュアル制作
・ ＩｏＴソリューション

連結：９６６名　単体：８３７名

https://www.sobal .co.jp/

口座を開設されている証券会社 へお問合せください

三菱UFJ信託銀行株式会社（証券代行部）へお問合せください

テレホンセンター ： 0120-232-711
受付時間 ： 9:00～17:00（土日祝休み）
https://www.tr.mufg.jp/daikou/

【郵送物送付先】
 〒137-8081 新東京郵便局私書箱29号
  三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

住所変更、配当金受取方法の指定、
単元未満株式の買取・買増請求等

未払配当金の支払請求、郵送物の発送・返戻について
特別口座に記録された株式について

（２０２０年２月２９日現在） （２０２０年５月２１日現在）

IRサイトアドレス　|　ht tps : //www. sobal .co . jp/ir/

ソーバル株式会社  ＩＲ担当窓口

IRに関するお問合せ先

〒141-0001  東京都品川区北品川5-9-11 大崎ＭＴビル
TEL ： 03-6409-6138 （受付時間 平日 9：00～17：00）

株式手続き

 常勤監査役  伊藤　光男 

 監査役 （社外監査役） 鴛海　量明　 

 監査役 （社外監査役） 河﨑 健一郎

 執行役員   稲葉　勝已

 執行役員   河原　浩一

 執行役員   大久保　仁美

 執行役員   島谷　裕一

 執行役員   西岡　建太

 執行役員   杉山　義雄

 執行役員   古屋　繁之

 執行役員   岩崎　恭治

 執行役員   井上　一幸

 代表取締役社長 兼 最高経営責任者 推津　敦

 取 締 役   東谷　正雄

 取 締 役   舊橋　学

 取 締 役   山林　敬

監　査　役

執　行　役　員

取　締　役

会
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報
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